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１．豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の運転状況について

２．ＰＣＢ廃棄物の５月の受入計画

３．少量保管事業者に対する説明会の開催について

コンデンサ類は、少量保管事業者（保管台数が２０台未満の
事業者）を中心に、豊田市内から３１台、愛知県内から３０７台、
岐阜県内から１台を受け入れる予定です。

今後も計画的に少量保管事業者向けの説明会を実施し、少
量保管物にも配慮したＰＣＢ廃棄物の処理を継続してまいりま
す。

豊田ＰＣＢ廃棄物処理事業だより（Ｎｏ.６１）

４月２２日に岐阜市の方々を対象に、同２３日に岐阜県本巣
市、本巣郡北方町、瑞穂市、山県市の方々を対象にそれぞれ
説明会を実施し、弊社から平成２１年１０～１２月の重点搬入
期間に向けて、受入予定時期、契約手続き、少量保管事業者
間の積み合わせ運搬委託等の説明を行いました。

弊社では、ＰＣＢ廃棄物の少量保管事業者の方々を対象
に、順次『ＰＣＢ廃棄物処理説明会』を開催しています。

豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設（豊田施設）は、安全操業によ
りＰＣＢ廃棄物処理を継続しており、４月の処理実績は下
表のとおりです。

４月は春期定期点検及び改修工事等の実施に伴い、９
日に操業を停止しましたので、処理実績は少なくなってい
ます。

今後も安全第一にＰＣＢ廃棄物の処理を進めてまいりま
す。

操業状況の紹介として、ドラム缶に入っているＰＣＢ油（廃
ＰＣＢ）の搬入状況と受入作業の写真を掲載しました。

　５月のＰＣＢ廃棄物の受入計画は、左表のとおりです。

大型・小型トランス類は、愛知県内から３台、静岡県内から１９
台、車載型トランスは静岡県内から２台を受け入れる予定です。

　また、ドラム缶に入っているＰＣＢ油（廃ＰＣＢ等）は、愛知県内か
ら８個を受け入れる予定です。

ご多忙にもかかわらず、２２日には２６社、２３日には３１社、
計５７社の保管事業者の方々にご出席いただきました。

　平成２１年５月の受入計画（予定）
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※1 受入後、一時保管してから計画的に処理ラインに投入
　 するため、受入台数と抜油・解体台数に差が生じます。
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廃ＰＣＢを豊田施設の受入室へ搬入

ＰＣＢ油が入っているドラム缶
を密閉容器に入れて搬入

ＰＣＢ油が入っているドラム缶の取り出し

4月23日の説明会の様子



４．春期定期点検等の実施について

（１）災害防止協議会の開催

（２）春期定期点検の実施

（３）安全パトロールの実施

５．事業部会の開催について

　・

  ・

 ・

 ・

 ・

 ・

日本環境安全事業株式会社（ＪＥＳＣＯ）
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これまでのＰＣＢ廃棄物の処理量及び豊田市内のＰＣＢ廃棄物処理の進捗状況（今年３月末現在、トラン
ス類約80％、コンデンサ類約73％を処理）
豊田施設内の安全対策、社員教育や防災訓練等の状況と実績　　等

 (2)PCBオンラインモニタリング装置の不具合対策について

定期点検を行うにあたり、まず点検開始１週間前（４月６
日）に、弊社と点検業者全社（下請け業者を含めて46社）
が一堂に会して『災害防止協議会』を開き、①点検期間中
の安全作業・安全対策の徹底と共通認識 ②点検中の実
施状況報告と周知の徹底等について、お互いに確認しまし
た

点検期間中は、弊社の安全対策担当による日常のパト
ロールと上記の災害防止協議会のメンバーによるパトロー
ル(週１回、計３回)を実施しました。

パトロールでは、施設内へ入場する者への教育内容や
災害防止協議会において相互確認した事項が守られてい
るか等を確認し、守られていない場合にはその場で指示、
是正させて、安全作業の指導に努めました。

 (1) 豊田PCB廃棄物処理事業の操業状況について

４月２３日、豊田施設において日本環境安全事業株式会社（JESCO）ＰＣＢ廃棄物処理事業検討委員会豊
田事業部会（主査：田中勝 岡山大学名誉教授）を開催し、主に以下の内容を説明し、審議して頂きました。

連絡先

定期点検は、①受入設備、②解体設備、③洗浄設備、④
排気処理設備、⑤液処理（無害化処理）設備、⑥受変電設
備等の自主点検や⑦ボイラー・圧力容器及び⑧クレーン
設備、⑨消火設備に対する法定点検を含めて実施し、設
備の安全性・健全性を確認しています。

測定不能の要因は第３の独自性によるものと考え、第３
のダクト類に付着する夾雑物（洗浄溶剤や油等の妨害
物質）による影響と推定。
対策として、サンプリングボックス（ＰＣＢ濃度測定のため
に標本抽出する装置）を２つの活性炭吸着装置前から活
性炭吸着装置の間へ移設し、活性炭吸着による夾雑物
の除去を行い、測定の健全化を図る。

また点検期間中には、豊田施設が今後も安全かつ確実
で、安定したＰＣＢ処理を維持できるように設備の修繕や排
気処理設備の活性炭交換等も行っています。

点検終了後は、順々に施設を立ち上げて、安全に操業で
きることを確認してから５月上旬に操業を再開します。

平成２１年度の春期定期点検は４月１３日から５月２日まで
次の内容で行いました。

第３は最終的に第１排気系統に接続しており、第１排気
系統における測定の結果、排気に異常がないことを確
認。

ＰＣＢオンラインモニタリングのうち第3排気系統（以下
「第３」という）のみ測定不能を示す。

災害防止協議会の様子

払出エリアの定期点検（紙類梱包機の点検）

災害防止協議会による安全パトロールの実施

事業部会の様子


